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款は灯火親しむの侯と言いますが，近年は学会・シン
ポジウムなどの季館でもあるようです。筆者も，ルール
大学生理学 HansLoeschcke教授の退官を記念するシ
ンポジウム“ CentraIneurone environment and the 
control system of breathing and circulation"に10
月初旬参加してきました。 
Loeschcke教授は， その研究生活のすべてを呼吸調
館に関する領域につくされ，特に廷髄腹{員H表層における 
jいわゆる中枢北学受容野の発見は宥名です。近年の著明
な生理学教科書にも，大てい，二酸化炭素に対する呼吸
感受性受容器として詞教授らの研究成果が述べられてお
ります。
本シンポジウムでも， Loeschcke教授から，長年に
わたる同教授の業績の回顧と展望があり，撞めて感銘
深かったo しかし，この中で従来の中杷化学感受性の誠
念について甚だしく異なる説明があり驚かされた。従来
辻，中枢往学受容野は H+~こ反応して呼吸中枢を耗識す
る。低鞍素料、激のない状態ではこの蔀の H+濃度のみが
換気に対する uniquefunctionであるというのが同教
授の強い主張であった。所が，本シンポジウムでは，呼
吸性と代謝性に作用する H+では中枢北学受容野に対し
て同じように識かないと改訂された。すなわち，塩酸の
ような習定酸を注入した場合は，中枢受容野表面の pH 
(pHe)は，始め二重変化炭素を吸入させたときと同じよ
うに換気をドライブするが，まもなくその効果はなくな
ワ， pHeの低下にもかかわらず換気が増えなくなって
しまう。そのように抵下した pHeの状慈で新たに二酸
化炭素の蔵激を加えると，塩酸注入前と詞じように強い 
pHeの呼疲頼識効果が認められるという。同教授はそ
の説明として，国受容野における日+感受性のシナプス
内iこは二酸化炭素の方は容易に浸入するが，日÷はある
濃度以上では浸入しにくくなるからであろうと説明され 
fこ。
しかし，このような説明では，中極化学受容器の本態
はヲ再びあいまいえEものにもどったと言わざるを得な
い。すなわち，そのような模式匿を裏付ける実験事実は
何もないからである。
更に，本シンポジウムでは， Kiwull-Schδneがウサ
ギを低鞍素にさらすと， pHeがどんどん低下するが，
換気は一向に増加しないこと，更にこのとき二酸北炭素
を投与する， いつも急峻な pHe-換気応答曲線が得ら
れると報告した。同氏によれば，抵理委素のときには塩酸
注入のときのように pHe抵下の初期に換気を刺激する
ことも認められ立いという。
このように，一旦教科書記まで引用されたほ菌脊髄液
の pHが抵按素剰設の無い状襲で、は呼農耕識の un埼玉le 
fumctionである」 ということが再び混迷に陥ったこと
は重大である。しかし，同教援の主張されてきた中枢化
学受容野の cholinergic機構に関しては Essen大学の 
Dermietzelより組織北学的に詳細な裏付も報告され 
fこ。
このような次第で，今後の呼吸の中枢化学調節機構の
実態の解明には，なお蓮々の曲折が予想、される事態とな
った。
本集会では， Loeschcke教授の蓋接の弟子である 
Kiwull-Schoneが， 詞教援の業績を真っ向うから批判
し，一歩もゆずらなかった。このことは，従来 Loesch-
cke教授の強い主張を知っている筆者らにとってはま
ことに驚きであった。 しかも， Loeschcke教授の退官
記念のシンポジウムにおいてこのようえE験しい議論が展
開されたことに感慨をおぼえた次第である。
果して，わが国ではこのような集会で，これだけ徹底
した討論が交わされうるであろうか?
〔舗集委員長本田良行〕
